
主な行事等

季節に合わせた行事

　花見、七夕、夏祭り、ハロウィン、クリスマス会、カラオケ、音楽会、社会科見学、調理実習（カラ
オケ、音楽会、社会科見学、調理実習は長期休暇時に実施）

作成日7年2月20日

家族支援

個別療育でのペアトレーニング、家族からの相談や悩みに助言、活動の内容をライン等でお知
らせする

職員の質の向上
法定研修や社内研修（コンプライアンス、マナー・接遇、虐待防止、ハラスメン

ト、感染症予防、人権)

地域支援・地域連携

（地域交流・園外活動）

関係する放デイや児童発達支援事業所、相談支援事業所に様子を報告するなど情報共有し、密
な連携を図る

移行支援
学校などへの情報共有・提供就労移行支援における情報提供

人間関係・社会性

自己理解して貰える環境を設定（アタッチメントの形成）

自分からの発信、相手の意図の汲み取り、調整していく力やルールを守ることなどを育む

製作活動を通じて「やり遂げた」という達成感を感じる

法人内の就労継続支援A型、B型での職業体験を通じて様々な人と触れ合う機会の提供（休業
日、長期休暇時に実施）

言語

コミュニケーション

様々な活動を通して多くの言葉に触れる

自分の思いが伝わる経験ができるような支援

　挨拶の促し、振り返りの発表

　ひらがなの読み書き
　ひらがな、カタカナの読み書
き・漢字検定

　漢字検定

認知・行動

　製作活動（ビーズや折り紙等）により色・形・重さ・柔らかさなどの感覚を養う

　おやつの時のおこづかい帳記入支援（おもちゃのお金を使い、金銭管理の練習）、時間通りの
行動を支援

本
人
支
援

健康・生活

健康状態の把握　　（体温測定、清潔保持）

生活リズムの安定　（手洗いうがいの促し、整理整頓・掃除）

運動・感覚

　運動（ドッチボール、バトミントン、階段昇降、ダンスなど）

　遊びや活動を通して様々な感覚に刺激を与え、感覚を養う

　対象児
Ⅰ Ⅱ Ⅲ

　項目 ひらがな習得クラス
ひらがな、カタカナ、漢字並行

クラス
漢字検定クラス

法人理念
　多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して総合的に提供されるよう創意工夫することにより、利用
者が、個人の尊厳を保持しつつ、自立した生活を地域社会において営むことができるよう支援するとともに障
害を有する児童にあっては、心身ともに健やかに育成されるよう支援する。

支援方針

支援内容

放課後等デイサービスセンターあした支援プログラム

営業時間 10：00～19：00
　10：00～
19：00

10：00～19：
00

送迎実施の有
無

有



作成日　R7年2月12日

法人理念

支援方針

営業時間 　有

プログラム 支援内容（５領域）

放課後等デイサービスあした　支援プログラム

多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して総合的に提供されるよう創意工夫することにより、利用者が、個人
の尊厳を保持しつつ、自立した生活を地域社会において営むことができるよう支援するとともに障害を有する児童に
あっては、心身ともに健やかに育成されるよう支援する。

　事業所の運営規定に基づき、利用者が安心して過ごせる遊びや生活の場を提供することと、利用者のレベルに合わせ
た支援計画を作成し、利用者が身辺自立・コミュニケーション力・学習・集中力、就職に向けたスキルなどを獲得し、自立
できることを目指して福祉サービスの提供に努める。

10：00～19：00 送迎実施の有無

手洗い・うがい、体温測定

利用者に　清潔保持を促す事で、自分で清潔保持をする力をつける。

健康状態の把握

健康・生活に該当している。

漢字検定

漢字検定の学習を通して様々な言葉に触れ、語彙力を伸ばす。

漢検合格目標に向かって学習する事で、学習により真剣さが増し、集中力を伸ばす。

漢字学習が難しい場合は、ひらがな、カタカナの学習を併せて行う。

言語・コミュニケーションに該当している。

おやつ・おこづかい帳の記入
おもちゃのお金を使って、おやつの購入を行い、おこづかい帳に記入する事で、将来に向けた金銭管理の練習を行う。

認知・行動に該当している。

掃除

職員があらかじめ割り当てた場所の掃除を行う。割り当てられた場所の掃除をする事で、決められた事を遂行する力を
養う。

掃除をする事で、公共の物を大事にする心を育てる。

健康・生活に該当している。

保護者との面談の機会を設け、家庭での様子や悩みを傾聴し、デイでの様子を伝える事で、情報共有を行い、必要に応じて助言を行う。活動の内容をラ
イン等でお知らせする。

運動
皆で同じ運動をする事で、ルールを守る事や協調性を養う。（現在は利用者全員で階段の上り下りを実施）

運動・感覚、人間関係・社会性に該当している。

自由時間

やるべきことを終えた後で、自分の好きな時間を過ごす事で、真面目にやるべき時間と楽しむ時間のメリハリを付ける。
職員や他利用者と遊ぶ事で、ルールやマナーを身に付ける。

遊んだ後に後片付けを促す事で、教室の物を大切する精神を養う。

楽しい事も終わる時間を守る事でスケジュール通りに行動する力を育てる。

健康・生活、人間関係・社会性に該当している。

振り返り

言葉を使って発表を行う事で、コミュニケーションを高める。

友達の話を聞くように促し、聞く力を高めていく。

言語・コミュニケーション、人間関係・社会性に該当する。

家族支援

主な行事等

花見、七夕、夏祭り、ハロウィン、クリスマス会、カラオケ、音楽会、社会科見学、調理実習（カラオケ、音楽会、社会科見学、調理実習は長期休暇時に実施）

移行支援

必要に応じて学校と会議を行い、日々の様子や支援内容について、情報共有を行い、連携していく。

地域支援・地域連携

必要に応じて相談支援事業者等との連携、法人全体での夏祭り

職員の質の向上

　内部での勉強会実施、外部の研修会への職員派遣、職員間の意思統一を行いながら、援助のスキルアップに繋げる。



・個別療育でのペアトレーニング
・家族からの相談や悩みに助⾔
・活動の内容をライン等でお知らせする。

・法定研修や社内研修
(コンプライアンス、マナー・接遇、虐待防⽌、ハラスメン
ト、感染症予防、⼈権)

放課後等デイサービスセンター あした

5領域との関連を分かりやすくしました。⼦どもたちが安⼼して過ごせる⽣活の場を提供することと個々に合わせた⾝辺⾃⽴・コミュニケーション⼒・
学習・集中⼒・就職に向けたスキルなど⾃⽴できることを⽬指して、福祉サービスの提供に努めています。

移⾏⽀援 地域⽀援・地域連携

・学校などへの情報共有・提供
・就労移⾏⽀援における情報提供

・関係する放デイや児童発達⽀援事業所、相談⽀援事業所に様⼦を報告す
るなど情報共有し、密な連携を図る

家族⽀援 職員の質の向上

・友だちや療育者と⼼を通わせている。
・絵本や物語などに親しみ、豊かな⾔葉や表現を⾝につける。
・⾃分の気持ちや考え⽅を⾔葉で表現する。
・まわりの⼈の⾔葉や話を聞き、理解しようとする。
・感じたことや考えたことを表現する喜びを味わい、意欲を持つようにす
る。

運動・感覚

・遊びや活動を通して様々な運動機能、バランス感覚、⼒の強弱、距離
感、様々な体の感覚・感触に触れ、感覚の成⻑を育む。
・体の感覚は、⼒加減や、体の動きをコントロールするだけでなく、
気持ちやテンションのコントロールにも役⽴ちます。

社会性（環境）

・様々な⼈とかかわりながら暮らしていることに気づき、相⼿の気持ちを
考えてかかわる。
・⾃分が役に⽴つ喜びを感じ、周りとのつながりを意識する。
・遊びや⽣活に必要な情報を取り⼊れたり、伝えあったり活⽤する。
・公共の施設などを利⽤することで、社会とのつながりを意識したり、使
い⽅を覚えたり、⼤切に使おうと思う。

認知・⾏動

健康・⽣活（⼼の健康・体の健康・⽣活習慣）

・遊びや⽣活の中で数量や図形、標識や⽂字などに親しむ経験を重ねる。
・標識や⽂字の役割に気づいたりし、⾃ら必要性にもとづきこれらを活⽤
できる。

⼈間関係（⾃⽴⼼・協調性）

・環境に主体的にかかわる。
・⾃分の⼒で⾏うために考えたり、⼯夫したりする。
・しなくてはいけないことを⾃覚する。
・あきらめずにものごとをやり遂げる。
・⾃信をもって⾏動する。
・⾃分からの発信、相⼿の意図の汲み取り、調整していく⼒。
・まわりとのかかわりのなかで、気持ちを共感したり、思いやりをもつ。
・良いこと・悪いことに気づき、考えながら⾏動する。
・きまりを守る必要性がわかり、守ろうとする。
・⾃分の気持ちを調整し、折り合いをつけようとする。

⾔語・コミュニケーション

・健康状態の把握  （体温測定、清潔保持）
・⽣活リズムの安定 （⼿洗いうがい、整理整頓・掃除）
・何かに挑戦し、考えをめぐらせたり⾏動をする。
・達成感を味わう。
・⾒通しをもって⾏動する。
・危険についても認知する。




